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平
成
元
年

３
月

Ｊ
Ｒ
気
仙
沼
線
快
速
「
南
三
陸
号
」
歌
津
駅
に
停
車
開
始

４
月

開
村
1
0
0
年
、
町
制
施
行
30
周
年
を
迎
え
る

９
月

郡
内
初
「
中
学
生
た
つ
が
ね
駅
伝
競
走
大
会
」
本
町
の
コ

ー
ス
で
開
催

平
成
２
年

２
月

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
デ
イ
・
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
落
成

５
月

平
成
の
森
林
間
広
場
完
成

７
月

第
１
回
く
ろ
し
お
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
開
催

８
月

初
の
外
国
人
英
語
指
導
助
手
「
カ
ウ
カ
ス
・
Ｊ
・
リ
ー
先
生
」

着
任

10
月

国
勢
調
査
　
人
口
6，
0
5
6
人
　
　
世
帯
数
1，
3
6
8

世
帯

11
月

水
産
振
興
セ
ン
タ
ー
・
魚
竜
館
落
成

12
月

ふ
る
さ
と
創
生
大
学
第
１
期
生
開
校

平
成
３
年

４
月

名
足
小
学
校
「
全
日
本
学
校
緑
化
コ
ン
ク
ー
ル
」
特
選
入

賞

８
月

平
成
の
森
野
球
場
完
成
、
イ
ー
ス
タ
ン
リ
ー
グ
巨
人
対

大
洋
戦

平
成
４
年

４
月

歌
津
中
学
校
特
別
教
室
完
成
、
パ
ソ
コ
ン
20
台
設
置

４
月

精
神
障
害
者
小
規
模
作
業
所
開
設

５
月

県
内
初
、
ナ
イ
タ
ー
野
球
リ
ー
グ
戦
開
幕

６
月

町
長
に
牧
野
駿
氏
初
当
選

６
月

鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
平
成
の
森
で
合
宿

８
月

第
１
回
歌
津
恋
来
い
浜
ま
つ
り
開
催

平
成
５
年

２
月

町
社
協
、
入
浴
車
に
よ
る
訪
問
入
浴
サ
ー
ビ
ス
開
始

３
月

町
特
産
品
い
ち
じ
く
ワ
イ
ン
「
楽
園
の
し
ず
く
」
誕
生

３
月

仲
人
等
奨
励
金
贈
呈
制
度
開
始

６
月

町
内
二
農
協
合
併
、
歌
津
町
農
業
協
同
組
合
誕
生

９
月

歌
津
町
民
俗
資
料
館
オ
ー
プ
ン

９
月

宮
方
地
区
水
田
基
盤
整
備
事
業
実
施

昭
和
58
年

２
月

農
業
共
済
組
合
が
合
併
、
気
仙
沼
本
吉
地
方
農
業
共
済

組
合
誕
生

昭
和
59
年

６
月

町
長
に
佐
藤
榮
太
郎
氏
当
選

昭
和
60
年

10
月

町
体
育
協
会
文
部
大
臣
賞
受
賞

10
月

国
勢
調
査
　
人
口
6，
1
5
2
人
　
　
世
帯
数
1，
3
4
6

世
帯

昭
和
61
年

３
月

町
史
発
刊

８
月

8
／
5
豪
雨
　
雨
量
3
4
2．
6
㎜

（
被
害
額
１
億
９
千
万
円
）

昭
和
62
年

４
月

払
川
ダ
ム
建
設
予
備
調
査
開
始

５
月

満
海
上
人
4
0
0
年
祭

５
月

歌
津
町
議
会
議
員
定
数
を
16
人
に
改
正

昭
和
63
年

６
月

町
長
に
佐
藤
榮
太
郎
氏
当
選

６
月

町
営
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
造
成
工
事

６
月

田
束
山
生
活
環
境
保
全
林
整
備
事
業
開
始

６
月

歌
津
・
志
津
川
両
町
森
林
組
合
が
合
併
、
志
津
川
歌
津

森
林
組
合
誕
生

６
月

小
屋
の
沢
林
道
拡
幅
改
良
工
事
開
始

昭
和
64
年

１
月

天
皇
陛
下
崩
御
、
年
号
が
「
平
成
」
に
な
る

8月5日豪雨　被害額1億9千万円（昭和61年）

満海上人400年祭（昭和62年）

平成の森野球場完成イースタンリーグ巨人×大洋戦（平成3年）

歌津中学校特別教室完成、パソコン20台設置（平成4年） 水産振興センター・魚竜館落成（平成2年）

老人福祉センター、ディ・サービスセンター落成（平成2年） 名足小昔のあそび時間（昭和61年）

第20回町民運動会（昭和60年）

町特産品いちじくワイン「楽園のしずく」誕生（平成5年）

（1982～1993）

鉄
道
の
な
い
町

45
年
も
前
の
話
で
す
。
大
蔵
本
省

（
現
財
務
本
省
）に
赴
任
し
た
と
き
、
先

輩
の
「
歌
津
っ
て
ど
こ
、
国
鉄
の
最
寄

の
駅
は
」
の
問
い
。「
石
巻
と
石
越
で

す
」
の
答
え
、「
何
キ
ロ
あ
る
？
　
そ

ん
な
に
遠
い
と
こ
ろ
は
最
寄
の
駅
と
は

言
わ
な
い
よ
、
鉄
道
の
な
い
田
舎
の
出

か
」
と
。
こ
の
質
問
、
悔
し
さ
を
バ
ネ

に
仕
事
と
勉
強
に
取
り
組
め
る
か
ど
う

か
、
根
性
の
テ
ス
ト
だ
っ
た
ら
し
い
。

そ
の
と
き
肝
に
銘
じ
た
も
の
が
２

つ
。
１
つ
は
鉄
道
は
な
い
が
自
分
に
は

素
晴
ら
し
い
故
郷
が
あ
る
こ
と
、
２
つ

は
東
京
に
出
た
ん
だ
、
若
い
う
ち
に
勉

強
し
幅
広
い
知
識
を
身
に
付
け
る
こ
と

が
何
よ
り
の
武
器
に
な
る
こ
と
だ
と
。

昭
和
52
年
12
月
11
日
、
め
で
た
く
気

仙
沼
線
は
全
線
開
通
し
ま
し
た
。
私
の

な
か
で
は
、
歌
津
町
が
全
国
に
認
め
ら

れ
た
最
初
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。

私
の
な
か
の
故
郷
は
、
泊
浜
か
ら
眺

め
た
万
物
の
母
で
あ
る
大
海
原
と
、
歌

津
の
里
を
抱
擁
す
る
田
束
山
の
雄
姿
と

が
展
開
す
る
大

パ
ノ
ラ
マ
で

す
。
こ
れ
が
、

私
の
勇
気
の
源

泉
で
あ
る
こ
と

に
深
く
感
謝

し
、
最
近
は

「
ふ
る
さ
と
は

歳
を
重
ね
て

近
く
な
り
」
の

心
境
で
も
あ
り

ま
す
。

茨城県つくば市在住
（泊浜出身）

三浦 冨彦さん

私
の
生
ま
れ
た
頃
は
歌
津
村
で
し

た
。
１
年
生
の
頃
は
太
平
洋
戦
争
が
始

ま
っ
た
年
で
、
５
年
生
の
８
月
15
日
終

戦
と
な
り
先
生
と
共
に
悔
し
さ
の
あ
ま

り
涙
を
流
し
ま
し
た
。
20
才
位
ま
で
の

歌
津
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
１
番
目
は

海
岸
等
が
い
つ
も
清
ら
か
で
あ
っ
た

事
、
２
番
目
に
は
毛
ガ
ニ
、
真
タ
コ
、

海
藻
類
等
天
然
の
魚
介
類
が
沢
山
取

れ
、
そ
の
お
陰
で
佐
沼
方
面
に
海
の
幸

を
持
参
し
て
米
と
交
換
し
て
帰
り
、
家

族
を
養
っ
て
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま

す
。
海
の
恵
を
受
け
な
が
ら
生
活
し
て

い
る
と
自
然
と
各
家
庭
も
豊
か
に
な
っ

て
、
衣
食
住
も
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

昭
和
30
年
代
に
な
り
北
洋
で
サ
ケ
鱒
の

漁
に
出
る
様
に
な
り
、
３
ヶ
月
の
操
業

で
各
船
大
漁
で
寄
港
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
サ
ン
マ
漁
や
鮪
漁

に
出
漁
し
て
所
得
を
得
、
各
自
が
豊
か

に
な
っ
た
様
で
し
た
が
、
良
い
生
活
も

何
年
も
続
か
ず
北
洋
母
船
式
も
年
ご
と

に
減
船
が
続
き
、
中
部
船
の
み
と
な
り
、

働
き
盛
り
の
若
者
が
働
く
会
社
も
な

く
、
長
男
に
は
お
嫁
さ
ん
は
な
く
て
、

親
様
も
毎
日
の
よ
う
に
頭
痛
に
な
る
ば

か
り
と
の
話
も
耳
に
し
ま
し
た
。

以
前
の
よ
う
に
地
域
の
海
で
生
物
が

多
く
採
取
出
来
る
様
、
一
人
ひ
と
り
が

自
覚
し
て
生
命
を
育
ん
で
く
れ
る
大
切

な
海
を
守
り
、
沿
岸
漁
業
で
生
活
を
営

ん
で
行
く
様
に
な
れ
ば
若
者
も
漁
に
専

念
で
き
る
し
、
お
嫁
さ
ん
も
昔
の
様
に

簡
単
に
迎
え
ら
れ
る
様
に
な
る
か
も
。

歌
津
村
か
ら
町
に
な
る
頃
を
現
在
で
も

私
と
し
て
は
頭
か
ら
離
れ
な
い
良
い
思

い
で
と
し
、
そ
し
て
南
三
陸
町
に
な
っ

て
も
自
然
を
愛
し
山
海
を
大
切
に
生
活

を
営
ん
で
生
き
た
い
。

（韮の浜）

阿部 文夫さん

M
essage

あ
の
日
あ
の
時


